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要 旨 

「水の浄化実験」をテーマに、家庭から出る排水の種類、家庭と河川と海の間での水循環などの説明を行

った後、使用済みペットボトルを利用し、簡易ろ過装置を作製して、墨汁及び米のとぎ汁などを浄化する実

験を併せた体験学習を実施した。汚れた（異物が混入した）水を浄化する方法を学び、水循環と水環境を守

ることの大切さについて理解を深めることを目的に実施した。参加者には、一度汚れてしまった水をきれい

にするのが難しいことを実感してもらい、水循環と水環境の大切さについて理解を深めることができたと思

われる。 
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１ はじめに 
川崎市環境基本条例では、基本的施策として「市民が

人間と環境とのかかわりについて理解と認識を深め、責

任ある行動がとれるよう、系統的な環境教育等の推進に

努めること」と環境教育・学習の推進を位置づけている。

また、「川崎市環境教育・学習基本方針」の中で、当所は

環境教育・学習の活動拠点の１つとして位置づけられて

おり、その学習について、「身近な環境や環境問題に関心

を持つ」「環境についての理解や認識を深める」「環境に

配慮した行動をとる」「環境に配慮した行動を継続し、環

境マインドが定着する」の４つの段階が述べられている。

当所では、この前者３つを学習の目的として、1987年か

ら環境科学教室を開催しており、これまでに蓄積された

実習プログラムを整理し、川崎市環境学習プログラムと

して体系化し環境学習事業に生かしていきたいと考えて

いる。 
2005 年度の環境科学教室は、「水の浄化実験」をテー

マに、家庭から出る排水の種類、家庭と河川と海の間で

の水循環などの説明を行った後、使用済みペットボトル

を利用し、簡易ろ過装置を作製して、墨汁及び米のとぎ

汁などを浄化する実験を併せた体験学習を実施した。汚

れた（異物が混入した）水を浄化する方法を学び、水循

環と水環境を守ることの大切さについて理解を深めるこ

とを目的に実施した。 
 
                        

*1 環境局公害部環境対策課 

２ 開催要領 

2.1 実施日時 

2005年８月19日（金） 

午前の部： 9:00～12:00 

午後の部：13:30～16:30 

2.2 場所 

 川崎市公害研究所 研修室 

2.3 対象 

参加者は小学４年生から中学生までの児童・生徒 58
名および保護者 15 名の計 73 名であった。募集人数の
20名を大幅に上回ったため、午前と午後に分けて２回開
催した。 

2.4 広報手段 

 「市政だより」及び、神奈川県企画部政策課作成「か

ながわサイエンスサマー」のパンフレット 
2.5 配布物 

・ ろ過実験の手引き（当所オリジナル、図1-1、 

図1-2に示す） 

・ 水のクイズ（同） 
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 ＜実験のながれ＞ 

今年度の環境科学教室は、普段私たちが家庭から排出する米のとぎ汁やしょうゆなどで汚れてしまった水

を、ペットボトルを利用したろ過装置できれいにする実験を対象に行った。参加者はペットボトルに綿・砂・

炭・小石を入れて、ろ過装置を作製した後、洗剤・米のとぎ汁・しょうゆなどで汚れた水をろ過する実験を

行った。さらにろ過実験をする前の水とろ液について、においや目に見える色の変化など実際に調べた。 

 

 

 

１ ろ過装置を作りましょう    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 試験液（しけんえき）をうすめて、ろ過装置に流すためのうすめ液を作りましょう. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ろ過装置で実験しましょう          ４ 試験液をうすめた液とろ過した後の 

ろ液を観察をして記録しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-1 実験テキストの一部 
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＜ろ過実験で使う器具（きぐ）や道具（どうぐ）＞ 

1 ろ過装置を作るための器具や道具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組み立てるとこうなります。

図 1-2 実験テキストの一部 
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３ 実施内容 

3.1 水のよごれと水循環 

当所のキャラクターであるピーコとトビーの会話を通

して、「水のよごれと水循環」をテーマに家庭からでる生

活排水がどのように河川や海に流れ、水が循環するか、

川の自浄作用を超えた汚れが入った場合には河川や海は

汚れること、汚れた水のうち大半は生活排水が原因であ

ること、生活排水の種類、一度汚れてしまった水をきれ

いにするにはどうすればよいか、などを学習した。 

3.2 ろ過装置及び試験液の作製  

 「ろ過装置の作り方」に従い、使用済みのペットボト

ルを利用して、水のろ過装置を作製した。あらかじめ底

を約５cm切ったペットボトルに脱脂綿・砂・炭・朝明砂

の順に詰めて、これをろ過装置とした。ろ過実験前の予

備試験として、約５mLの少量の水を数回流してろ過装置

を湿らせた。 

次に「ろ過装置の手引き」に従い、米のとぎ汁、ウー

ロン茶、しょう油、墨汁、泥水、洗剤の計６種類の液体

について、これらを「家庭から出るよごれた水」として

浄化実験の試験液にした。参加者は浄化実験を行える濃

度まで試験液を薄める作業を行った。今回用いた試験液

の濃度について、事前に職員が実験を行い、ペットボト

ルろ過装置で対応できる濃度を調べて設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 浄化実験及びろ液の観察 

ろ過装置に3.2で作った６種類の試験液を注ぎ、ろ過

実験を行った。参加者は、試験液を流した量を量り、色・

におい・にごり・あわだち・COD についてろ過前とろ過

後の変化を調べた。それらの観察を行った後、６種類の

試験液をろ過した結果をまとめて、グループ毎に結果を

発表した。多くの参加者から、汚れた水がろ過できれい

になったという声が聞こえた。このろ過装置を用いて、

一度汚れてしまった水を少しきれいにすることができた

が、完全に元の状態に戻ることはなかった。 

4 実施課題と今後の展開 

(1)今年度は例年に比べて参加者が非常に多かった。これ

は県内の小中学生が、神奈川県で発行した夏休み自由

研究情報掲載紙「サイエンスサマー」を見て応募した

ためで、川崎市内外から多くの生徒が当所に来所した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)記事１に示すように予定より参加者が倍になったた

め、実習を午前と午後に分けて開催した。参加者及び

保護者からは「抽選方式ではなく、２回開催してもら

えて、参加できてよかった」と意見が出た。 

(3)家庭でできる簡単な浄化実験として、ペットボトルを

用いたろ過装置の作成及び家庭から排出される水を試

験液に設定した。これらは家庭の中にあるもので作製

できる点で、理科実験が身近に感じられたと思われる。 

(4)ろ過実験において、ろ過前とろ過後の液体をCODで測

定した結果、ろ過後のCODが高くなる試験液（洗剤）

があった。これは、ろ過装置内にある炭が洗剤によっ

て洗浄されたと考えられる。 

(5)ろ液に細かい炭の粉が混入するケースがあった。この

黒くなったろ液を捨て、再度ろ過実験を行ったところ、

透明のろ液を得ることができた。ろ過実験で使用した

炭は木炭を砕き水洗したものなので、このケースでは

炭の水洗が足りなかったと考えられる。 

(6)最後に子供が学びたいことや実験したいことができ

る機会を作り、それをできるだけ多くの人に知っても

らうように広報していくことが、これからの環境学習

支援には必要となるだろう。 

特に対象学年に相当する学習内容を把握することや、

高度な実験をいかにわかりやすく簡単に伝えられるか

について、教える側の人間が十分に理解することが大

事である。 

環境科学教室は、1987 年から続くイベントである。

これまでに蓄積された実習プログラムの体系を整えて、

川崎市環境学習プログラムとして環境学習事業に活か

していけるようにしていきたい。 

 

写真１ 実習風景 
－ペットボトルを利用したろ過装置の作製－ 

写真２ 実習風景 
－子ども達にパックテストの使い方を説明 
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記事１ 2005年８月19日実施 環境科学教室新聞掲載記事 

神奈川新聞 2005年８月 30日朝刊 


